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広報誌の封⼊作業は デイセンターさくら草・アトムが担当しています
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（曽我）

SSTK

雑誌のふろくの解体作業

販売にむけてドーナツ作り

専⾨家の指導による
 ストレッチング

みどり豊かなウオーキング

利⽤者さん、ゆず・かりんの職員

「みんな、よく笑ってますよね」「私、
今⽇、何回も笑いました」デイセンター
かりんの⽇常はそんな感じです。付録の
解体作業では、⽀援学校の時に経験した
ことがある⼈が多く、真剣な表情で仕事
に取り組んでいます。毎週⾦曜⽇のドー
ナツ作りでは、朝から楽しみにしている
⼈が何⼈もいて、5〜6個⾷べられる美⾷
家も・・・‼

デイセンターかりん

さくら草だより
スタート！

令和2年4⽉に開所しました、⽣活介護事業所【
かりん】です。現在10名のメンバーが通所し、
⽇々「何ができるか？」と模索しながら
活動しています。
●ドーナツ、みそ販売（試作中）、付録分別の
 作業
●⾝体を動かし整える健康プログラム
●カラオケ、お菓⼦作りなどのお楽しみ
この3つの柱となる活動をバランスよく、⼀⼈⼀
⼈の笑顔を⼤切に。そんな⽇々を宝物にしてい
きたいと願っています。
      ゆかりの森 施設⻑  丸中愉可



＜さくら草・アトム・いぶき活動報告＞ （２０２０年５⽉１⽇∼２０2０年８⽉３1⽇）
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コロナウィルス感染防⽌対策の為、緊急事態宣⾔期間中の各会議、⽇中
活動はすべて⾃粛させていただきました。コロナウィルスの状況を鑑み
て、６⽉中旬より順次活動の再開しております。

 

⾏けないなら作っちゃぉう!！

デイセンターさくら草【あんく
じ班】では、活動⾃粛期間中に
利⽤者、職員思い思いの⿂を描
き、【あんくじ⽔族館】を作り
ました。どこも出かけられない
と、マイナスな気持ちになりが
ちな⾃粛活動期間でしたが、ア
イデアを出し合って、今までに
ない⼤作が完成しました！！

室内⽔族館

おや？これは⼈⿂？
（笑）
【あんくじ⽔族館】
には⼈⿂もいるんで
す（笑）

天井に
マンボウ
エイの姿も


丸めた新聞紙に絵の具
を付け、⾊を塗りをしま
した。新聞紙の形が⼿に
フィットして、とても
描きやすい!！
新しい発⾒でした





デイセンターさくら草・根岸

健康診断：年１回／通院介助、静的弛緩誘導法訓練会参加、陶芸、せっけん教室：適宜
誕⽣会：各誕⽣⽉／理容カット、体重測定、各班避難訓練、各班イベント、⾳楽療法、

アロマセラピー、給⾷会議、家族会：⽉１回／美容カット、安全委員会：隔⽉／各会議：⽉１回〜



アシストさくら草
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アシストさくら草

◎新⼊ヘルパー紹介

（解除内容）
・さいたま市周辺の外出
・⼈込みを避けての公園利⽤
・ショッピングモール（⻑期滞在なし）
・昼⾷の為のレストラン利⽤
・屋外企画

⽯井まゆみ
＜好きなこと＞・⾞中泊でおでかけすること
       ・スターダストレビューのコンサートに⾏くこと
 ２⽉からアシストでお世話になっています。わからないことが多く先輩⽅か
ら学ぶことばかりですが、⽇々楽しく過ごさせて頂いています。利⽤者の皆様
やご家族の皆様に少しでも寄り添えるように努⼒していきたいと思います。ど
うぞよろしくお願い致します。

⼤澤晴彦
 ３⽉よりお世話になっています。⻑男に知的障害とてんかんがあり、定年退
職を機に、お世話になっている福祉の業界に再就職させて頂きました。⽯井さ
んと同様、先輩⽅（年齢は私よりずっと若い⽅ばかりです…）から学ぶことば
かりですが、利⽤者様と⼀緒に楽しい時間を過ごしていきたいと思います。ど
うぞよろしくお願い致します。

◎お出かけ企画について（６⽉末現在）

（控える内容）
・都内、県外への外出
・公共交通機関の利⽤
・ゲームセンター（不特定多数の⼈が触れる為）
・屋内企画（カラオケ、映画等）

 コロナウィルス感染防⽌のため、お出かけを⾃粛していましたが、６⽉以降、段階的に解除
していきます。なお、⼿洗い・消毒の徹底・衛⽣管理（外のトイレ使⽤の際は使⽤前に消毒を
してからの利⽤）等を引き続き⾏なっていきます。

◎お楽しみ企画
 お出かけできないなら、⾃分たちでイベントを企画しちゃおう・・・ということで、Ｋ⼦さ
んに得意のベリーダンスを披露してもらい、皆で楽しく盛り上がりました（拍⼿）
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⼩杉 理加藤 雅美

宮嶋 咲⽉ 杉本 恵美武澤 玖美

梶⼭ 結希⼦

江端 みよし

髙橋 美⾹⼦
「復帰しました！」

「⾃粛中、マスク作りに
 はまりました！」「コロナがおさまります

 ように」
「あみ〜ごに来て1年・・
これからも頑張ります！」

「マスクをつけた⽅が
 若く⾒える？」

「⾃粛期間中，−2.5ｋｇ 
達成！」「⼀緒に悩んだり、笑ったり

できるようになりたいです。」      

医療的ケアの必要なお⼦さんのために

誰もが初めて経験した⾃粛⽣活を経て、社会全体が試⾏錯誤をしながら動き出して
います。
あみ〜ごでも、コロナゆえの困り事や悩みが多く聞かれる中、少しでも安⼼して
ご相談いただけるよう⼼がけてもまいります。
5⽉に異動がありましたので、改めて職員全員のご紹介をさせていただきます。

医療の進歩に伴い、在宅での医療的ケアが必要なお⼦さんが確実に増えています。
さいたま市でも、医療的ケアコーディネーターの養成や認可保育園での医療的ケア児
受け⼊れが始まり、昨年からは、医療、教育、福祉関係者対象の勉強会も⾏われています。
さくら草では「特別な事ではない」医療的ケアですが、まだまだ対応できる社会資源が
とても少なく、利⽤できるお⼦さんは限られています。
改めて、キッズさくら草、アシストさくら草、サポートさくら草の役割の⼤きさを感じて
います。
今後は、医療的ケアが必要なお⼦さんとそのご家族が、⾃宅で安⼼して⽣活でき、当たり前
に通園、通学ができる・・・それを⽀えるサービスの充実を、切に願います。  （杉本）

南区障害者⽣活⽀援センターあみ〜ご

「⾃宅⽞関ドアノブが
外れてびっくり！！」
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キッズさくら草はコロナウイルスの影響で利⽤児童が少ない期間もありましたが、たくさんの⽅々に
⽀えて頂きながら、コロナウイルスに負けないたくさんの笑顔を⾒つけることが出来ました！   
今後も新しい⽣活様式のもと、⼦どもたちの成⻑を⾒守っていけたらと思います。
ご協⼒してくださった保護者の皆さま、ご⽀援してくださった皆様に⼼よりお礼申し上げます。  

トントン相撲

ヒーローごっこ

みなさん
の願いが

届きます
ように！

①両⼿の中指を重ねてツボに
あて、１，２，３で息を吐き
ながら少し前かがみになって
指圧します。




キッズに来てくださっている理学療法⼠の星先⽣による

おすすめツボ講座！

②４，５，６で息を吐きながら
元に戻ります。
③５〜６回⾏います。

星のツボ

くしゃみや体の緊張をほぐすのにもよいツボ！

コロナウイルスに怯える毎⽇。そんな不安や
ストレスを和らげるツボをご紹介！



正⾯

←巨闕
こけつ

 

胸⾻の下

1，2，3…




塩だけで  
絵を書こう

夢を描いたテストの裏紙⾶⾏機
作って明⽇に投げるよ⼤会

キッズ時間





 



さくら草だよりは晃新印刷さまのご厚意を頂き印刷しております

編集後記
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緊急事態が解除され⼀か⽉以上経ち、市中感染が静かに拡散しています。検温・⼿洗い・消毒は
もとより三密を避ける感染防⽌対策を緊張感をもって継続していかなければならない状況です。
当法⼈では、4⽉に⼊り三密を避けるため交替で通所⾃粛をお願いしました。利⽤者本⼈ご家族
に、巣ごもりのストレスと介助のご負担をお掛けしました。職員についても雇⽤調整助成⾦を活
⽤し10割の休業補償をすることで通勤⾃粛をはかり感染リスを下げてきました。
移動⽀援は、利⽤⾃粛が多く、また外出は⽣活上必要不可⽋なものに限ってお受けしました。
この３か⽉、利⽤者本⼈ご家族の協⼒と職員の頑張りによって感染拡⼤防⽌に努めてきました。
お陰様で今⽇まで罹患者がなかったことは幸いなことでした。
この間、通所系は訪問や電話連絡によって健康状態や過ごし⽅の相談を受けることで運営が保障
されました。しかし居宅・移動⽀援事業所は、普段の25%のキャンセルが続き⼀千万円以上の⼤
きな減収⾒込みとなりました。障がい者の社会参加や地域⽣活を⽀える必要不可⽋な事業です。
事業継続に⽀障をきたさないよう何らかの補償をと⾏政と話合いを持っています。
私達の仕事は、対⾯し⾝体に触れる介助の仕事、３蜜は避けられません。発熱２⽇前から感染⼒
があるとすればうつしていないか不安があります。熱のある⽅の⽀援の後は更に不安が募ります
。市⺠⽣活を担っている必要不可⽋なキーワーカーです。ただでさえ不⾜がちな介護従事者が、
2週間休まざるを得ないと利⽤者の⽣活に⽀障が出ます。PCR検査・抗原検査体制を拡充し、速
やかに現場復帰できることで⽀援体制を弱体化させない施策が必要です。
感染経路不明の市中感染が広がってきています。検査体制を拡充し感染者を治療する積極的な感
染拡⼤防⽌策を講じてほしいものです。しかし政府に検査体制拡充の施策はなく、地⽅⾃治体頼
み、更には医師会による⺠間頼みに留まっています。
⾃粛要請によって仕事がなくなり、届かない給付⾦では賄えきれない⽣活困窮者の現状も露呈し
ています。国のセーフティネットに対する無策が浮き彫りにされています。
PCR検査は、クラスター対策と医療体制維持を⽬的にした反⾯、多くの不安な発熱者を医療から
遠ざけていました。経済⾯でも持続給付⾦等マクロな施策に留まり、介護現場や⽣活者には⽣活
様式を変えることを求めてきものの、個々⼈の困窮など⽣活者に⽬を向けた新たな施策はとられ
ませんでした。
障がい者⽀援の現場は、重症化しやすい利⽤者がもし感染したらと⽇々戦々恐々としています。
その現状に公的な施策は、個々⼈の不安や困窮状態が⾒えず⽣活者⽬線の施策を打てない現状を
⽬の当たりにしました。利⽤者と共に現場から声をあげていかなければという思いを強くしてい
ます。
先⽇、さいたま市障がい者施設連絡会から、市に安⼼して⽀援ができるように家庭や施設で命を
⽀えているケアラーが速やかにPCR検査が受けられるようにしてほしいと要望を上げました。
さらに社会福祉法⼈として、障がい福祉に留まらない地域福祉の向上
に取り組まねばという思いも新たにさせられています。     (⼭本）

新しい⽣活様式という変化
に⼾惑いを感じてしまいま
すが「⼯夫・改善に限界は
無い。これでいいと満⾜し
た時、進歩が⽌まる」とい
う⼤切な⼈の教えを思い出
しました。⽇々の⽀援も同
じだなと思います。
今年度は、より⼯夫をこら
して頑張りたいです（Ｎ）

  【ご寄付に感謝】
コロナ禍でマスク等衛⽣物資が底をつくのではと不安の中にい
ました。そんな時にさいたま市はじめ利⽤者・地域の皆様から
、マスク・消毒薬などの衛⽣⽤品をご寄付いただきました。逼
迫している時に本当に助かりました。また温かいお気持ちにふ
れすくわれる思いがしました。皆様には⼼から感謝申し上げま
す。
寄付：マスク1000枚他。マスク⼤⼝購⼊先の仲介。消毒薬や
⽯鹸他  

コロナ禍で⾒えたこと
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